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東
京
国
立
博
物
館
本
「
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篠
合
戦
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屛
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」
の
基
礎
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─
同
館
所
蔵
の
下
絵
と
の
比
較
を
通
し
て
─

小
口
康
仁

は
じ
め
に

　
近
世
に
成
立
し
た
画
題
に
戦
国
合
戦
図
が
あ
る
。
そ
の
主
題
は
、
川
中
島
、
姉
川
、
長
篠
、
三
木
、
耳
川
、
山
崎
、
賤
ヶ
岳
、
長
久
手
、

文
禄
慶
長
、
関
ヶ
原
、
長
谷
堂
、
大
坂
冬
の
陣
、
大
坂
夏
の
陣
、
島
原
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
現
存
作
品
に
お
い
て
最
も
多
い

の
は
、「
関
ヶ
原
合
戦
図
屛
風
」（
二
十
六
点
）
で
、
次
い
で
「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」（
十
六
点
）
が
確
認
で
き
る
（
表
1
）（

（
（

。
し
か
し
、
現

存
す
る
「
関
ヶ
原
合
戦
図
屛
風
」
は
江
戸
時
代
後
期
の
作
例
が
多
い
の
に
対
し
、「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」
は
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に

わ
た
り
作
例
を
確
認
で
き
る
点
で
、
戦
国
合
戦
図
の
受
容
史
を
紐
解
く
う
え
で
重
要
な
画
題
で
あ
り
、
ま
た
画
風
変
遷
や
様
式
展
開
を
考

え
る
う
え
で
も
基
準
作
と
な
り
得
る
一
群
で
あ
る
。

　
さ
て
、
長
篠
合
戦
は
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
五
月
二
十
一
日
、
三
河
国
長
篠
・
設
楽
原
に
お
い
て
、
徳
川
領
内
に
侵
攻
し
て
き
た
武

田
勝
頼
軍
を
徳
川
家
康
・
織
田
信
長
の
連
合
軍
が
迎
え
撃
っ
た
い
く
さ
で
あ
る
。
連
合
軍
は
、
鉄
砲
を
巧
み
に
使
い
、
武
田
の
騎
馬
武
者

を
圧
倒
し
た
と
い
わ
れ
る
。
三
河
国
に
侵
攻
し
て
き
た
武
田
勝
頼
は
、
五
月
に
入
る
と
、
家
康
の
家
臣
奥
平
貞
昌
が
守
る
長
篠
城
に
到
着
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（表 1）「長篠合戦図屛風」作品一覧（※高橋修『図説・戦国合戦図屏風』などを参照）

No. 所蔵 作品名称 員数 寸法 制作年代 作者 備考

1 名古屋市博物館
「長篠合戦
図屏風」

元六曲一
双

155.2×358.0
17 世 紀 初 期

（寛永年間頃）
狩野派カ

六曲一双で「長篠
合戦」を描く

2
犬山城白帝文庫

（成瀬家本）
「長篠合戦
図屏風」

六曲一隻 165.2×350.8
17 世 紀 後 期

（延宝年間頃：
1673～80 年）

狩野派
「小牧長久手合戦
図屏風」と一双

3 大阪城天守閣
「長篠合戦
図屏風」

六曲一隻 176.0×376.9 17 世紀末期 狩野派
「小牧長久手合戦
図屏風」と一双

4
犬山城白帝文庫

（成瀬家本副本）
「長篠合戦
図屏風」

六曲一隻 165.0×347.6 18 世紀 狩野派
「小牧長久手合戦
図屏風」と一双

5
豊 田 市 博 物 館

（旧浦野家）
「長篠合戦
図屏風」

六曲一隻 156.1×356.1 8 世紀 狩野派
「小牧長久手合戦
図屏風」と一双

6 徳川美術館
「長篠合戦
図屏風」

六曲一隻 159.5×379.8
18 世 紀 末～19
世紀初期ヵ

狩野派
「小牧長久手合戦
図屏風」と一双

7 徳川美術館
「長篠合戦
図屏風」

八曲一隻 78.8×380.0 18 世紀 狩野派
（成瀬家本）を中
屏風に再構成

8
奥平神社（中津
城保管）

「長篠合戦
図屏風」

六幅 ─ 江戸後期 狩野派 ─

9
長浜城歴史博物
館

「長篠合戦
図屏風」

六曲一隻 195.5×363.0 江戸後期 狩野派 ─

10
東京国立博物館

（模本）
「長篠合戦
図屏風」

六幅

167.8×⑴ 57.0、
⑵ 60.4、⑶ ⑸
60.3、⑷ 60.4、
⑹ 57.9

江戸後期 狩野派
「小牧長久手合戦
図屏風」と一双

11 松浦史料博物館
「長篠合戦
図屏風」

六曲一隻 ─
1826 年（19 世
紀）

狩野派
「小牧長久手合戦
図屏風」と一双

12
東京国立博物館

（下絵）
「長篠合戦
図屏風」

八幅

（第一・八幅）
166.4×57.6、

（第二～七幅）
166.4×63.4

19 世紀 狩野派

不詳
『公用日記』文政
11 年 7 月 4 日 条
に「長久手白紙」
とあり。

13 京都井伊美術館
「長篠合戦
図屏風」

六曲一隻 ─ 19 世紀 ─ ─

14 大垣市郷土館
「長篠合戦
図屏風」

六曲一双

右 隻（90.7×
251.4）
左 隻（91.1×
250.8）

19 世紀 ─

15
旧 山 吉 文 庫 本

（個人蔵）
「長篠合戦
図屏風」

八枚 各 87.1×50.0 19 世紀 ─

16 東京国立博物館
「長篠合戦
図屏風」

四曲一双 ─
19 世 紀〜20 世
紀

狩野派・
前田氏実

─
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し
、
周
囲
の
山
々
に
砦
を
築
き
包
囲
網
を
形
成
す
る
。
一
方
の
徳
川
家
康
は
織
田
信
長
に
援
軍
を
要
請
し
、
十
四
日
織
田
軍
は
三
河
国
岡

崎
城
に
到
着
、
こ
れ
で
徳
川
・
織
田
連
合
軍
は
三
万
八
千
に
上
り
、
長
篠
城
か
ら
少
し
離
れ
た
設
楽
原
に
布
陣
す
る
。

　
こ
の
間
武
田
軍
は
、
長
篠
城
を
攻
め
あ
ぐ
ね
膠
着
状
態
に
あ
っ
た
が
、
連
合
軍
と
の
決
戦
を
決
断
し
た
勝
頼
は
、
二
〇
日
、
三
千
の
兵

を
長
篠
城
付
近
に
残
し
て
設
楽
原
に
進
軍
し
、
川
を
挟
ん
で
対
峙
す
る
。
翌
二
十
一
日
長
篠
合
戦
が
始
ま
っ
た
。
勝
頼
は
、
連
合
軍
の
出

方
を
見
な
が
ら
慎
重
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
。
開
戦
か
ら
一
刻
ほ
ど
が
経
過
し
た
と
き
、
勝
頼
の
も
と
に
徳
川
軍
酒
井
忠
次
隊
か
ら
奇
襲
を

受
け
た
と
の
知
ら
せ
が
届
く
。
武
田
軍
の
背
後
は
断
た
れ
た
が
、
目
視
で
き
る
正
面
の
敵
は
少
な
か
っ
た
た
め
、
勝
頼
は
総
攻
撃
の
決
断

に
至
る
。
結
果
、
合
戦
は
連
合
軍
の
勝
利
に
終
わ
り
、
勝
頼
は
初
め
て
の
大
敗
を
喫
し
た（


（

。

　
こ
の
「
長
篠
合
戦
」
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
姉
川
合
戦
、
三
方
ヶ
原
合
戦
、
長
久
手
合
戦
と
と
も
に
徳
川
家
康
が
幕
府
を
開
く
過
程
に

お
い
て
重
要
な
い
く
さ
と
し
て
評
価
さ
れ
、
三
河
武
士
を
顕
彰
す
る
恰
好
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た（


（

。

　
本
稿
で
扱
う
東
京
国
立
博
物
館
本
「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」（
以
下
、
東
博
本
と
呼
称
す
る
）（
図
1
・
図
2
）
は
、
現
存
最
も
時
代
が
下
る

作
例
と
み
え
、
そ
の
図
様
は
同
館
が
所
蔵
す
る
「
長
篠
合
戦
図
屛
風
下
絵
」（
以
下
、
東
博
下
絵
と
呼
称
す
る
）
と
近
し
い
よ
う
に
思
う
。

　
こ
れ
ま
で
東
博
下
絵
に
関
し
て
は
、
金
子
拓
氏
の
論
考
を
皮
切
り
に
複
数
の
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
、
伝
来
や
図
様
形
成
に
関
す
る
分

析
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
一
方
、
東
博
本
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
末
時
点
の
館
蔵
品
を
収
録
し
た
『
東
京
国
立
博

物
館
収
蔵
品
目
録
』（
絵
画
・
書
跡
・
彫
刻
・
建
築
）
に
お
い
て
、
主
題
不
明
の
「
合
戦
図
屛
風
」
と
掲
載
さ
れ（


（

、
昭
和
三
十
七
年
（
一

九
六
二
）
発
行
の
『
日
本
合
戦
絵
巻
』
で
は
「
大
坂
夏
陣
図
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（


（

、
長
ら
く
長
篠
合
戦
図
と
特
定
で
き
ず
に

き
た
。
し
か
し
、
東
博
下
絵
の
研
究
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
発
行
の
『
合
戦
図
─
描
か
れ
た
〈
武
〉』
所
収

論
文
に
至
り
よ
う
や
く
「
合
戦
図
屛
風
」
が
「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
と
な
る（


（

。

　
本
稿
で
は
、
東
京
国
立
博
物
館
本
「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」
の
基
礎
研
究
と
し
て
、
東
博
下
絵
と
の
図
様
比
較
を
試
み
、
長
篠
合
戦
図
お
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四

よ
び
戦
国
合
戦
図
の
展
開
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一
　
東
京
国
立
博
物
館
本
「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」
の
概
要

　
東
博
本
は
、
現
在
四
曲
一
双
の
屛
風
形
式
で
あ
る
が
、
同
系
統
の
図
様
を
有
す
る
東
博
下
絵
は
、
そ
の
制
作
過
程
を
記
す
狩
野
晴
川
院

養
信
『
公
用
日
記
』
に
お
い
て
、「
御
屛
風
〈
八
枚
折
〉」
と
記
す
こ
と
か
ら
、
本
来
は
八
曲
一
隻
屛
風
の
姿
を
想
定
し
て
い
た
と
み
る
べ

き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
析
に
際
し
て
は
下
絵
と
比
較
し
や
す
く
す
る
た
め
に
八
曲
一
隻
と
し
て
扱
い
た
い
。

　
さ
て
、
東
博
本
は
右
左
隻
八
面
に
わ
た
り
長
篠
・
設
楽
原
合
戦
を
描
き
、
画
面
右
手
に
長
篠
城
の
攻
防
戦
と
徳
川
軍
酒
井
忠
次
隊
に
よ

る
奇
襲
を
、
左
手
に
設
楽
原
の
主
戦
場
を
描
く
。
こ
の
構
図
は
、
東
博
下
絵
や
他
の
同
主
題
屛
風
と
同
様
で
あ
る
。
画
面
は
、
金
雲
と
白

雲
を
組
み
合
わ
せ
、
金
地
の
上
に
無
数
の
戦
国
武
者
を
配
す
。
各
モ
チ
ー
フ
の
線
描
は
大
方
完
成
し
て
い
る
が
、
彩
色
は
部
分
的
に
留
ま

り
、
現
在
も
未
完
の
状
態
で
あ
る
と
わ
か
る
。
ま
た
、
線
描
は
東
博
下
絵
と
比
べ
て
抑
揚
が
あ
り
、
足
軽
に
至
る
ま
で
表
情
を
描
き
分
け

て
い
る
の
に
対
し
、
彩
色
は
一
様
で
あ
り
、
途
中
段
階
と
は
い
え
細
部
表
現
の
配
慮
に
欠
け
た
か
な
り
稚
拙
な
仕
事
と
い
え
る
。
こ
の
線

描
と
彩
色
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
が
、
鑑
賞
に
あ
た
っ
て
ま
ず
目
に
留
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
各
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
右
隻
に
あ
た
る
第
一
扇
か
ら
第
四
扇
を
み
て
い
こ
う
（
図
3
・
図
4
）。

　
第
一
扇
は
、
中
程
に
配
す
長
篠
城
と
下
部
で
展
開
す
る
鳶
巣
山
砦
奇
襲
の
場
面
を
描
く
。
人
物
の
姿
形
に
多
少
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る

も
の
の
、
モ
チ
ー
フ
の
配
置
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
上
部
を
み
る
と
橋
場
の
位
置
を
右
手
に
移
動
し
、
下
絵
で
は
み
ら
れ
た

武
田
軍
穴
山
信
君
隊
を
排
除
す
る
。
穴
山
信
君
隊
は
、
多
く
の
同
主
題
屛
風
で
長
篠
城
の
後
方
の
位
置
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
穴
山

隊
の
排
除
は
本
作
の
特
異
な
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
代
わ
り
に
配
し
た
川
に
流
れ
を
表
す
波
線
は
な
く
、
岩
場
は
渓
谷
の
よ
う
に
高
低
差
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五

を
表
す
形
へ
と
改
変
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
中
程
に
配
す
長
篠
城
は
、
建
物
に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
城
内
の
人
物
の
ほ
と
ん
ど
が
下
絵

と
異
な
る
姿
形
を
み
せ
る
。
城
内
に
は
、
下
絵
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
白
馬
を
追
加
す
る
一
方
、
城
門
か
ら
出
撃
す
る
兵
の
数
は
下
絵
よ

り
も
少
な
く
軍
勢
の
勢
い
が
抑
え
ら
れ
、
采
配
を
揮
う
城
主
奥
平
貞
昌
も
控
え
め
で
あ
る
。

　
第
二
扇
は
、
上
部
に
馬
場
信
春
最
期
の
場
面
を
描
く
。
下
絵
と
比
べ
る
と
、
信
春
が
持
つ
采
配
の
描
写
や
白
馬
の
位
置
が
異
な
る
。
ま

た
、
信
春
を
討
ち
取
ろ
う
と
す
る
足
軽
も
、
人
数
こ
そ
一
致
し
て
い
る
が
、
姿
形
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
下
方
で
は
、
交
戦
す
る
連
合
軍
と
武
田
軍
を
描
く
。
こ
の
集
団
は
下
絵
に
は
み
ら
れ
な
い
。
集
団
の
中
で
馬
上
に
刀
を
振
る
う
騎

馬
武
者
が
み
え
る
が
、
こ
の
姿
形
は
「
平
治
合
戦
図
屛
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
模
本
）
第
四
扇
上
部

に
み
る
六
条
河
原
合
戦
の
場
面
に
お
け
る
井
沢
四
郎
と
共
通
す
る
（
図
5
）。

　
第
二
扇
中
程
に
配
す
武
田
勝
頼
は
、
金
雲
で
姿
を
隠
し
、
武
田
菱
の
旗
印
が
そ
の
所
在
を
暗
示
す
る
。
そ
の
下
方
に
は
、
尾
崎
半
兵
衛

が
甲
州
兵
を
討
ち
取
る
場
面
が
み
え
る
。
東
博
下
絵
を
み
る
と
、
こ
の
場
面
は
下
絵
段
階
で
絵
様
の
差
し
替
え
が
施
さ
れ
る
ほ
ど
に
注
文

主
か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
り
配
慮
さ
れ
た
箇
所
で
あ
っ
た
。
東
博
下
絵
で
は
、
プ
ラ
ン
Ａ
と
し
て
川
を
逃
げ
る
甲
州
兵
を
馬
に
乗
っ
た
尾

崎
半
兵
衛
が
追
撃
し
鑓
で
突
き
刺
す
描
写
と
、
プ
ラ
ン
Ｂ
と
し
て
騎
馬
武
者
同
士
が
向
か
い
合
い
、
一
騎
打
ち
の
末
に
尾
崎
半
兵
衛
が
甲

州
兵
の
喉
元
を
鑓
で
突
き
討
ち
取
る
表
現
が
考
案
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
東
博
本
を
み
る
と
、
そ
の
ど
ち
ら
の
描
写
で
も
な
く
、
尾
崎
半
兵
衛
が
騎
馬
武
者
を
追
撃
し
、
背
後
か
ら
鑓
で
襲
い
甲
州
兵

が
落
馬
す
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
十
七
世
紀
後
半
に
制
作
さ
れ
た
成
瀬
家
本
（
現
在
、
犬
山
城
白
帝
文

庫
所
蔵
）
を
は
じ
め
多
く
の
「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」
で
は
、
尾
崎
半
兵
衛
は
長
篠
城
の
橋
場
か
ら
川
中
の
敵
を
鑓
で
突
く
描
写
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
東
博
下
絵
で
は
典
拠
と
し
た
『
武
徳
大
成
記
』
の
「
敵
一
騎
渉
り
来
る
を
尾
崎
半
平
、
河
中
迠
乗
入
、
迎
へ
撃
て
、
敵
再
大

ニ
敗
る
、」
と
い
う
記
述
を
反
映
し
、
川
中
で
討
つ
描
写
へ
と
変
容
を
遂
げ
た（


（

。
東
博
本
も
姿
形
は
下
絵
と
は
異
な
る
が
、『
武
徳
大
成
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記
』
が
示
す
範
疇
の
改
変
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
二
扇
下
部
で
は
、
鳶
巣
山
砦
の
奇
襲
に
向
け
て
進
軍
す
る
徳
川
軍
酒
井
忠
次
隊
を
描
く
。
だ
が
、
こ
の
場
面
と
下
絵
と
は
異
な
る
様

相
を
み
せ
る
。
下
絵
で
は
、
連
合
軍
側
の
画
面
左
手
か
ら
鳶
巣
山
に
向
け
て
行
軍
す
る
様
子
を
描
く
の
に
対
し
、
東
博
本
で
は
第
一
扇
の

鳶
巣
山
側
か
ら
進
軍
し
、
第
二
扇
の
山
間
部
で
「
く
」
の
字
形
に
折
り
返
す
よ
う
な
形
で
行
軍
す
る
。

　
第
三
扇
上
部
は
、
第
四
扇
上
部
に
か
け
て
武
田
軍
内
藤
昌
豊
隊
、
一
条
信
龍
隊
と
み
ら
れ
る
部
隊
を
配
す
。
配
置
に
大
き
な
相
違
は
な

い
が
、
下
絵
で
は
武
田
軍
の
諸
隊
が
勢
い
よ
く
進
軍
し
て
い
く
の
に
対
し
、
東
博
本
で
は
静
と
動
が
入
り
交
じ
り
、
後
方
に
控
え
る
侍
大

将
と
目
す
る
人
物
ら
は
陣
を
構
え
戦
況
を
見
つ
め
る
様
相
で
あ
る
。
指
物
を
み
る
と
、
こ
の
武
将
は
第
一
扇
で
排
除
さ
れ
て
い
た
穴
山
信

君
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
配
置
転
換
に
関
し
て
、
従
来
の
同
主
題
屛
風
で
は
、
穴
山
信
君
隊
は
長
篠
城
を
包
囲
す
る
一
群
と
し
て
描
か
れ
た

の
に
対
し
、
東
博
本
は
武
田
軍
右
翼
の
一
員
と
し
て
描
く
。『
甲
陽
軍
鑑
』
を
見
る
と
「
右
の
か
た
土
屋
衆
と
一
条
殿
衆
・
穴
山
衆
ハ
、

信
長
家
の
家
老
、
佐
久
間
右
衛
門
が
か
た
の
し
や
く
の
き
を
、
ふ
た
え
ま
で
や
ぶ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
田
軍
右
翼
に
加
わ
っ
て
い

て
も
お
か
し
く
は
な
い（


（

。
け
れ
ど
も
、
同
主
題
屛
風
が
長
篠
城
包
囲
網
の
一
角
と
し
て
穴
山
信
君
を
描
い
て
き
た
こ
と
や
、
下
絵
の
最
終

段
階
で
あ
る
大
下
絵
の
東
博
下
絵
も
ま
た
、
従
来
の
描
写
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
変
更
点
と
し
て
は
極
め
て
大
き
な
意

味
を
持
つ
。

　
こ
こ
で
簡
単
に
絵
画
制
作
に
お
け
る
「
下
絵
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
狩
野
家
に
お
け
る
絵
画
制
作
の
過
程
を
例
示
す
る
と
、

ま
ず
絵
様
の
大
筋
を
練
る
草
稿
と
し
て
、
墨
描
に
よ
る
粗
略
な
草
稿
（
素
下
絵
）
を
作
る
。
次
に
、
構
図
や
モ
チ
ー
フ
の
配
置
を
整
え
、

彩
色
を
施
し
た
小
下
絵
が
用
意
さ
れ
る
。
こ
の
小
下
絵
に
は
、
注
文
主
の
意
向
を
問
う
た
め
の
伺
下
絵
と
、
絵
師
の
手
元
に
控
え
る
手
控

え
が
あ
っ
た
。
伺
下
絵
の
段
階
で
は
、
注
文
主
と
絵
様
に
関
す
る
や
り
取
り
を
繰
り
返
し
、
こ
こ
で
了
承
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
先
の
段

階
へ
進
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る（


（

。
伺
下
絵
が
通
る
と
、
最
終
段
階
と
し
て
本
画
と
同
じ
大
き
さ
に
拡
大
さ
れ
た
大
下
絵
が
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準
備
さ
れ
た（

（1
（

。
つ
ま
り
、
大
下
絵
以
降
の
変
更
は
基
本
的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
第
四
扇
上
部
に
は
ま
た
、
下
絵
で
は
み
ら
れ
な
い
二
頭
の
馬
が
暴
れ
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
足
軽
ら
も
み
え
る
。

　
も
ど
っ
て
第
三
扇
中
程
に
は
、「
大
」
の
四
半
旗
を
高
く
掲
げ
る
武
田
勝
頼
の
陣
営
が
み
え
る
。
そ
の
前
方
に
配
す
騎
馬
武
者
や
陣
太

鼓
を
鳴
ら
す
足
軽
、
周
囲
を
警
護
す
る
足
軽
ら
は
姿
形
に
多
少
の
変
更
が
あ
る
も
の
の
配
置
は
下
絵
と
共
通
す
る
。
そ
の
下
方
に
は
、
白

黒
段
々
の
旗
指
物
の
跡
部
勝
資
隊
が
み
え
、
こ
れ
も
下
絵
と
同
位
置
で
あ
る
。

　
第
三
扇
下
部
に
は
、
白
と
薄
く
青
味
が
入
っ
た
段
々
の
旗
指
物
の
部
隊
が
み
え
、
そ
こ
に
黒
母
衣
を
ま
と
う
武
田
信
豊
ら
し
き
馬
上
の

武
将
を
配
す
。
そ
の
前
方
に
は
初
鹿
伝
右
衛
門
隊
を
配
す
。
こ
れ
ら
の
人
物
は
、
下
絵
で
は
第
三
幅
・
四
幅
中
程
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

こ
も
配
置
が
異
な
る
。

　
第
四
扇
は
、
連
吾
川
付
近
の
場
面
で
あ
る
。
最
上
部
に
は
突
撃
す
る
武
田
軍
内
藤
昌
豊
隊
と
退
散
し
て
い
く
土
屋
隊
の
足
軽
を
描
く
。

金
雲
を
挟
み
中
程
に
は
、
武
田
軍
安
中
左
近
隊
を
配
し
、
そ
の
下
方
に
は
白
地
に
武
田
菱
を
施
し
た
旗
指
物
を
有
す
武
田
信
廉
隊
と
み
ら

れ
る
集
団
が
み
え
る
。
第
四
扇
下
部
に
は
、
白
赤
段
々
の
旗
指
物
を
有
す
る
甘
利
信
康
隊
が
み
え
る
。
下
絵
で
は
第
三
幅
上
部
に
配
し
た

こ
と
か
ら
、
甘
利
隊
も
配
置
が
異
な
る
と
わ
か
る
。

　
左
隻
に
移
ろ
う
（
図
6
・
図
7
）。
本
章
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
東
博
本
を
八
曲
一
隻
屛
風
と
見
立
て
て
比
較
分
析
を
進

め
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
左
隻
第
一
扇
は
第
五
扇
と
呼
称
す
る
。

　
第
五
扇
上
部
か
ら
第
六
扇
下
部
に
か
け
て
は
、
馬
防
柵
を
挟
み
、
武
田
軍
と
徳
川
・
織
田
連
合
軍
の
攻
防
戦
を
表
す
。
下
絵
に
お
い
て

表
現
さ
れ
た
鉄
砲
発
射
時
の
黒
煙
は
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鉄
砲
の
音
に
驚
い
た
馬
た
ち
が
暴
れ
る
様
子
が
加
わ
り
、
柵
を
押
し
倒
そ
う

と
す
る
武
田
軍
の
足
軽
、
そ
れ
を
防
ご
う
と
鑓
や
鉄
砲
で
応
戦
す
る
連
合
軍
の
足
軽
が
入
り
乱
れ
、
前
線
の
光
景
を
臨
場
感
溢
れ
る
形
で

表
現
す
る
。
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第
五
扇
上
部
で
は
、
鉄
砲
を
恐
れ
ず
果
敢
に
突
撃
し
討
死
を
遂
げ
る
土
屋
昌
次
隊
や
真
田
信
綱
・
昌
輝
隊
を
描
く
。
そ
の
下
方
に
は
望

月
重
氏
隊
、
原
昌
胤
隊
、
小
幡
信
貞
隊
な
ど
を
配
す
。
こ
れ
ら
は
下
絵
と
比
べ
て
小
幡
隊
の
配
置
に
多
少
の
移
動
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ

れ
以
外
に
大
き
な
相
違
は
な
い
。

　
第
五
扇
下
部
の
連
吾
川
下
流
付
近
で
は
、
桔
梗
の
旗
指
物
を
有
す
山
県
昌
景
隊
と
み
ら
れ
る
部
隊
が
逃
げ
帰
る
様
子
を
描
く
。
こ
れ
を

追
撃
す
る
の
は
、
第
六
扇
下
部
に
み
る
大
久
保
七
郎
右
衛
門
忠
世
隊
と
目
さ
れ
る
部
隊
で
あ
る
。
大
久
保
忠
世
の
描
写
は
下
絵
と
共
通
す

る
一
方
で
、
下
絵
で
は
武
田
軍
も
交
戦
し
立
ち
向
か
う
姿
で
表
現
さ
れ
て
い
た
が
、
東
博
本
で
は
一
方
的
に
退
却
す
る
描
写
と
な
っ
た
。

ま
た
、
下
絵
で
は
こ
の
位
置
に
馬
場
信
春
を
配
し
た
が
、
東
博
本
で
は
そ
の
姿
を
確
認
で
き
な
い
。

　
第
六
扇
は
、
上
部
に
一
の
柵
か
ら
二
の
柵
ま
で
の
連
合
軍
の
陣
営
を
、
下
部
に
馬
防
柵
を
目
掛
け
て
突
撃
す
る
も
銃
弾
を
浴
び
退
却
し

て
い
く
武
田
軍
山
県
昌
景
隊
を
描
く
。
下
絵
に
お
い
て
最
上
部
の
一
の
柵
と
二
の
柵
の
間
に
配
し
た
羽
柴
秀
吉
は
、
東
博
本
で
は
二
の
柵

の
内
に
後
退
し
、
金
雲
に
よ
っ
て
姿
を
隠
す
。
中
程
に
は
、
佐
久
間
信
盛
隊
と
み
ら
れ
る
旗
指
物
が
確
認
で
き
る
が
、
下
絵
で
は
二
の
柵

付
近
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
も
移
動
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
柵
外
に
描
く
山
県
隊
も
、
下
絵
で
は
鉄
砲
の
弾
に
も
臆
せ
ず
立
ち

向
か
う
騎
馬
武
者
や
足
軽
が
み
ら
れ
た
が
、
東
博
本
で
は
ほ
ぼ
削
除
さ
れ
、
大
方
の
人
物
は
逃
げ
て
い
く
様
相
で
あ
る
。

　
第
七
扇
は
、
織
田
信
長
陣
営
を
描
く
。
最
上
部
に
稲
葉
通
朝
を
配
し
、
そ
の
後
方
に
織
田
信
長
の
姿
も
み
え
る
。
だ
が
、
下
絵
を
は
じ

め
同
主
題
屛
風
で
は
ほ
ぼ
描
か
れ
て
い
た
唐
人
笠
兜
は
描
い
て
い
な
い
。
第
七
扇
中
程
に
は
、
柴
田
勝
家
隊
を
配
し
、
金
雲
を
経
て
下
部

に
は
、
本
多
忠
勝
を
は
じ
め
徳
川
陣
営
を
描
く
。
最
下
部
に
は
、
着
色
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
大
久
保
忠
佐
と
み
ら
れ
る
騎
馬
武
者
が
柵

内
か
ら
出
撃
す
る
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
を
描
く
。

　
第
八
扇
は
、
連
合
軍
の
後
方
部
隊
を
描
く
。
最
上
部
に
は
信
長
の
後
方
に
配
す
永
楽
通
宝
の
旗
印
が
み
え
る
。
ま
た
中
程
に
移
る
と
、

松
樹
の
傍
に
着
色
さ
れ
た
騎
馬
武
者
が
み
え
、
下
絵
か
ら
判
断
す
る
と
織
田
信
忠
と
わ
か
る
。
ま
た
、
中
下
部
で
は
、
松
の
幹
に
よ
っ
て
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隠
さ
れ
た
徳
川
家
康
が
み
え
る
。
下
絵
と
比
べ
た
配
置
に
変
更
は
な
い
が
、
下
絵
で
は
松
葉
が
家
康
の
姿
を
隠
し
て
い
た
。
家
康
の
後
方

に
控
え
る
禿
姿
の
騎
馬
武
者
も
下
絵
と
同
じ
配
置
で
あ
る
。

　
以
上
、
東
博
下
絵
と
の
比
較
か
ら
推
定
で
き
る
武
将
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
は
、
画
面
左
手
の
連
合
軍
の
配
陣

に
は
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
画
面
右
手
の
武
田
軍
の
配
陣
は
下
絵
と
異
な
る
部
分
が
多
数
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
武
田
軍
に
限
る
こ
と
で
は
な
く
、
第
一
扇
下
部
か
ら
第
二
扇
下
部
に
か
け
て
描
く
徳
川
軍
酒
井
忠
次
隊
の
進
軍
を
表
す
描
写
も
、

東
博
下
絵
を
は
じ
め
同
主
題
屛
風
と
は
異
な
る
様
相
で
あ
る
。
基
本
的
な
前
提
と
し
て
、
絵
様
の
変
更
は
小
下
絵
の
段
階
で
行
な
わ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
大
下
絵
に
至
っ
て
多
数
の
変
更
が
施
さ
れ
る
の
は
考
え
難
い
。

　
ま
た
、
表
現
の
点
に
お
い
て
も
、
東
博
下
絵
で
は
武
田
軍
の
奮
闘
や
武
勇
を
表
す
描
写
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
東
博
本
は
連
合
軍
に
立

ち
向
か
う
武
者
を
削
減
の
う
え
、
代
わ
り
に
連
合
軍
の
追
撃
か
ら
逃
走
す
る
武
田
軍
の
騎
馬
武
者
や
足
軽
を
加
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

東
博
下
絵
と
東
博
本
で
は
、「
下
絵
と
本
画
」
と
は
距
離
を
置
い
た
関
係
性
と
い
え
る
。

二
　
東
京
国
立
博
物
館
本
「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」
の
伝
来

　
東
博
本
は
、
前
田
氏
実
か
ら
帝
室
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う（

（1
（

。
前
田
氏
実
は
、
対
馬
藩
士
樋
口
繁
彌
の
長
男
で
、
明
治
九
年
（
一

八
七
六
）
一
月
四
日
対
州
厳
原
に
生
れ
、
大
和
絵
画
家
山
名
貫
義
の
実
弟
前
田
貫
業
の
養
子
と
な
る
。
明
治
二
十
六
年
山
名
貫
義
に
弟
子

入
り
し
、
以
降
東
京
美
術
展
覧
会
、
大
阪
絵
画
共
進
会
な
ど
に
出
品
し
数
々
の
賞
を
受
賞
し
た（

（1
（

。
の
ち
に
帝
室
博
物
館
の
嘱
託
を
担
い

「
春
日
権
現
験
記
絵
巻
模
本
」
な
ど
博
物
館
に
お
い
て
数
々
の
古
画
の
模
写
制
作
を
担
っ
た
こ
と
か
ら（

（1
（

、
東
博
本
も
そ
の
関
係
か
ら
同
館

に
寄
贈
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
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（表 2）「明治十九年七月廿九日　寄贈　狩野謙柄」と記載のあるもの

名称 員数 列品番号 旧番号

1 長篠合戦図屛風下絵 8 幅※ A─9270 549

2 長篠合戦屛風絵（模本） 6 幅※ A─9271 548

3 長久手合戦図屛風下絵 8 枚 A─9272 547

4 小牧山合戦屛風絵（模本） 6 幅※ A─9273 550

5 大坂冬の陣図屛風（模本） 6 曲 1 双※ A─9274 551

6 武田信玄出陣屛風絵（模本） 2 枚 A─9275 552

7 関ケ原合戦屛風絵（模本） 1 巻 A─9276 553

8 最上屛風図（模本） 2 幅 A─9307 654

9 淀川絵図 1 枚 A─9345 805

10 大阪冬陣図 1 枚 A─9351 821

11 大阪夏陣図 2 枚 A─9352 822

12 大阪冬役陣取絵図 1 枚 A─9353 823

13 大阪夏役陣取絵図 1 枚 A─9354 824

14 大阪城攻図 1 枚 A─9355 825

15 大阪冬陣図 2 枚 A─9356 826

16 長篠合戦地理絵図 1 鋪 P─558 786

17 三州長篠合戦地理図 1 枚 P─559 787

18 三州長篠戦場之図 1 鋪 P─560 788

19 小牧山合戦地理図 1 枚 P─561 789

※昭和 14 年 4 月にマクリを掛幅装に変更
【出典】金井裕子「東京国立博物館所蔵「木挽町狩野家伝来資料」について」

『東京国立博物館紀要』第 58 号（2023 年）、表 2　『歴史部　第一區列品台
帳』記載の木挽町狩野家旧蔵品（暫定版）より転載
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一
方
、
東
博
下
絵
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
木
挽
町
狩
野
家
十
一
代
目
狩
野
謙
柄
か
ら
寄
贈
さ
れ
た（

（1
（

（
表
2
）。
東
博
下
絵
に

関
す
る
制
作
過
程
は
、
江
戸
後
期
に
将
軍
家
奥
絵
師
を
務
め
た
狩
野
晴
川
院
養
信
『
公
用
日
記
』
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　『
公
用
日
記
』
に
お
け
る
長
篠
図
に
関
す
る
初
出
は
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
七
月
四
日
条
で
あ
る
。
こ
の
日
の
前
日
、
養
信
の

父
伊
川
院
栄
信
が
病
没
し
た
こ
と
で
、「
大
坂
御
陣
・
長
篠
・
長
久
手
御
用
」
に
つ
き
、
将
軍
家
か
ら
木
挽
町
狩
野
家
に
貸
与
さ
れ
て
い

た
「
御
書
物
・
御
絵
本
之
類
」
を
一
時
返
却
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

【
史
料
一（

（1
（

】

　
　
　
　
　
　
七
月
四
日

天
晴
風
吹
、
昨
夜
御
絵
番
坊
主
［
良
栄
］
来
り
、
内
々
之
趣
今
朝
御
小
性
／
頭
取
太
田
下
総
守
［
新
番
／
頭
格
］
江
相
話
、
薄
々

　
御
聴

ニ
も
入
り
、
大
坂
御
陣
・
／
長
篠
・
長
久
手
御
用
ニ
付
相
下
居
候

　
御
書
物
・

　
御
絵
本
之
類
、
／
早
ク
納
置
候
方
安
心
ニ
も
可
有
之
旨

　

御
沙
汰
ニ
付
、
夕
刻
／
御
絵
番
差
添
［
良
栄
］
取
ニ
来
ル
、
則
認
掛
ケ
御
屛
風
共
差
出
如
左
、

　
御
屛
風
一
双
［
片
長
篠
認
掛
ケ
、
／
片
長
久
手
白
紙
］、

　
　
一
指
物
揃

　
壱
箱

　
　
一
諸
将
旗
旌
圖

　
三
冊

　
　
一
信
玄
備
之
圖

　
二
枚

　
　
一
馬
印
屏
風
写

　
十
二
枚

　
　
　
　
外
書
付
一
通
、

　
　
一
大
坂
御
陣

□

（
墨
抹
・
模
ヵ
）様

子
之
拾
枚
折
屏
風
下
絵
、
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二

　
　
　
五
枚
續
二
指
、
右
長
谷
川
宗
也
筆
、

　
　
一
同
御
陣
取
麁
絵
圖

　
　
一
枚

　
　
一
保
元
物
語

　
　
　
　
　
三
巻

　
　
一
保
元
平
治
屏
風
抜
写

　
二
巻

右
之
通
返
上
了
［
文
化
五
辰
年
正
月
十
三
日
養
川
院
殿
病
死
之
節
ハ
／
同
正
月
廿
六
日
右
之
通
返
上
之
由
也
］、

（『
公
用
記
』
文
政
十
一
年
七
月
四
日
条
）

　
そ
の
後
の
同
書
内
で
確
認
で
き
る
長
篠
図
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
金
子
拓
氏
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
（
表
3
）

（
（1
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、

七
月
に
返
却
さ
れ
た
長
篠
図
は
、
御
用
掛
衆
に
よ
る
検
分
を
経
て
同
年
九
月
に
再
度
貸
与
さ
れ
た
が
、
翌
十
二
年
三
月
に
起
き
た
神
田
佐

久
間
町
の
火
事
や
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
大
名
小
路
（
現
在
の
千
代
田
区
丸
の
内
付
近
）
か
ら
の
出
火
に
よ
る
木
挽
町
屋
敷
（
画

所
）
の
焼
失
に
よ
り
、
た
び
た
び
幕
府
と
の
間
で
返
却
と
貸
与
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ
し
て
、『
公
用
日
記
』
に
み
る
最
後
の
長
篠
図
の

動
向
は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
閏
一
月
十
九
日
に
再
び
木
挽
町
狩
野
家
に
「
御
書
物
・
御
絵
本
之
類
」
が
貸
与
さ
れ
、
同
月
二
十

二
日
に
十
二
代
将
軍
家
慶
よ
り
木
挽
町
屋
敷
で
の
制
作
続
行
が
命
じ
ら
れ
た
記
事
で
終
わ
る
。

【
史
料
二
】

　
　
　
一
今
日
西
丸
江
廻
り
て
御
小
性
頭
取
土
岐
佐
渡
守
江
左
之
通
書
付
出
ス
、

　
　
　【
長
篠
／
長
久
手
／
見
分
、
／
宅
下
ヶ
／
御
絵
本
／
届
書
、】
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（表 3）木挽町狩野家における「長篠長久手御屛風」制作関係年表

月日 摘要
文化 5 年（1808）
1 月 13 日 養川院惟信没
1 月 26 日 絵本類返納するか
文政 11 年（1828）
7 月 3 日 伊川院栄信没
7 月 4 日 長篠長久手屛風制作のため貸し出されていた「御絵本」類の返却

を命ぜられ、制作途中の屛風と一緒に差し出す
8 月 26 日 長篠長久手屛風の制作再開を命ぜられる
9 月 1 日 城内御絵部屋にて御用掛衆による長篠屛風検分あり
9 月 15 日 長篠長久手屛風および「御絵本」類を下される
文政 12 年（1829）
3 月 21 日 神田佐久間町より出火し木挽町の狩野家屋敷類焼
3 月 28 日 長篠長久手屛風・「御絵本」類を幕府に返却する

（仮絵所の建設）
9 月 24 日 長篠長久手屛風・「御絵本」類を下される
文政 13 年（1830）
閏 3 月 29 日 絵所仮小屋の建築を願い出る
6 月 26 日 絵所改築の許しが出る
天保 5 年（1834）
2 月 10 日 大名小路よりの出火で木挽町屋敷類焼
2 月 16 日 長篠屛風の返却を命ぜられる
2 月 17 日 長篠屛風を江戸城に運び入れる
2 月 24 日 類焼した絵所の再建を願い出る
2 月 28 日 勘定奉行より現在制作中の作品の報告を求められる
2 月 29 日 勘定奉行に制作中の作品を報告する（長篠屛風あり）
天保 12 年（1841）
閏 1 月 19 日 長篠長久手屛風制作のための「御絵本」類目録を届ける
閏 1 月 22 日 家慶よりそのまま屋敷での制作続行を命ぜられる
閏 1 月 30 日 家斉薨
弘化 3 年（1846）
5 月 19 日 晴川院没

【出典】金子拓「東京国立博物館所蔵長篠合戦図屏風について」東京大学史料編纂所附属画像
史料解析センター通信第 71 号（2015 年）、表 2　より転載
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一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
野
晴
川
院

　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
長
篠
長
久
手
御
屏
風
御
繪
為
見
合

　
　
　
相
下
り
居
候
御
繪
本
類
左
之
通
、

　
　
　
一
指
物
揃

　
　
　
　
　
　
　
壱
箱

　
　
　
一
諸
将
旗
旌
圖

　
　
　
　
　
三
冊

　
　
　
一
信
玄
備
之
圖

　
　
　
　
　
二
枚

　
　
　
一
馬
印
屏
風
写

　
　
　
　
　
十
二
枚

　
　
　
一
大
坂
御
陣
様
子
之
拾
枚
折
屏
風
下
絵

　
　
　
　
　
五
枚
續
二
指
、
長
谷
川
宗
也
筆
之
写
、

　
　
　
一
同
御
陣
取
之
絵
圖

　
　
　
一
枚

　
　
　
一
保
元
物
語
之
繪

　
　
　
　
三
巻

　
　
　
一
保
元
平
治
屏
風
抜
写

　
　
二
巻

　
　
　
　
　
右
之
通
文
政
十
一
子
年
九
月
十
五
日

　
　
　
　
　
宅
下
ヶ
ニ
相
成
居
申
候
、
此
段
為
念

　
　
　
　
　
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
壬
正
月

　
　
　
　
狩
野
晴
川
院
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一
五

（『
公
用
日
記
』
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
閏
一
月
十
九
日
条
）

【
史
料
三
】

　
　
　
余
出
掛
ヶ
西
丸
江
罷
出
、
筑
前
守
江
願
書
等
之
事
内
談
了
、

　
　
　
猶
又
八
ツ
時
退
出
ゟ
西
丸
江
相
廻
ル
、
同
人
江
逢
承
合
等
相
濟
候
、

　
　
　
一
西
丸
御
小
性
頭
取
土
岐
佐
渡
守
ニ
逢
候
所
、
同
人
云
、

　
　
　【
御
絵
本
之
儀
／
達
し
、】

　
　
　
　
一
昨
日
書
面
出
候
御
繪
本
類
之
儀
、

　
　
　
　
公
方
様
江
伺
候
處
、
其
侭
宅
下
ヶ
ニ
差

　
　
　
　
置
候
様
被

　
　
仰
付
候
間
、
其
心
得
ニ

　
　
　
　
而
御
屏
風
可
認
旨
申
聞
了
、

　
　
　
右
之
通
達
し
有
之
、

（『
公
用
日
記
』
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
閏
正
月
二
十
二
日
条
）

　
そ
の
後
、
東
博
下
絵
は
明
治
十
九
年
に
養
信
の
孫
謙
柄
か
ら
寄
贈
を
受
け
る
。
こ
の
と
き
寄
贈
さ
れ
た
模
本
類
の
中
に
は
、「
長
篠
長

久
手
御
用
」
の
た
め
に
貸
与
さ
れ
た
「
信
玄
備
之
図
」
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
「
武
田
信
玄
出
陣
屛
風
絵
」
や
、
東
博
下
絵
の
構
図
の

典
拠
と
目
さ
れ
る
成
瀬
家
本
「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」（
犬
山
城
白
帝
文
庫
蔵
）
の
模
本
な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
天
保
十
二
年
に
貸

与
さ
れ
た
「
御
書
物
・
御
絵
本
之
類
」
の
多
く
は
、
そ
の
後
長
ら
く
木
挽
町
狩
野
家
が
保
管
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
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一
六

こ
の
寄
贈
さ
れ
た
模
本
類
の
中
に
、
東
博
本
と
共
通
し
そ
う
な
八
枚
折
の
長
篠
図
を
東
博
下
絵
以
外
に
見
出
せ
な
い
。

　
先
述
の
と
お
り
東
博
本
は
、
人
物
を
象
る
線
描
に
お
い
て
は
巧
手
の
妙
を
み
せ
て
い
る
。
ま
た
、
東
博
下
絵
と
の
相
違
点
は
、
依
拠
史

料
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
は
な
い
。
加
え
て
、
前
田
氏
実
が
東
博
下
絵
を
模
写
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
模
写
の
過
程
で
モ
チ
ー
フ

の
移
動
や
表
現
を
改
変
す
る
動
機
は
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
江
戸
期
に
お
け
る
作
画
姿
勢
の
下
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
の

配
置
が
形
成
さ
れ
た
と
推
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、
少
な
く
と
も
線
描
の
段
階
に
お
い
て
は
、
狩
野
家
の
関
与
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　『
公
用
日
記
』
七
月
四
日
条
に
は
、「
文
化
五
辰
年
正
月
十
三
日
養
川
院
殿
病
死
之
節
ハ
／
同
正
月
廿
六
日
右
之
通
返
上
之
由
也
、」
と

い
う
割
書
き
が
付
さ
れ
る
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
養
信
の
祖
父
養
川
院
惟
信
が
病
没
し
た
際
も
、
伊
川
院
病
没
時
と
同
様
の
手
続

き
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
文
化
五
年
以
前
か
ら
「
長
篠
長
久
手
御
用
」
は
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
金

子
拓
氏
は
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
四
月
晦
日
、
成
瀬
家
本
が
将
軍
家
の
上
覧
に
供
さ
れ
た
こ
と
が
、
将
軍
家
本
（
東
博
下
絵
系
続
）

制
作
の
起
因
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る（

（1
（

。
こ
の
ほ
か
、「
長
篠
長
久
手
御
用
」
と
同
時
並
行
で
下
命
さ
れ
て
い
た
「
大
坂
御
陣
」
の
御
用
が
、

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（

（1
（

、
そ
の
時
期
ま
で
上
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
一
八
〇
〇
年

前
後
に
制
作
依
頼
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
至
る
ま
で
に
完
成
に
達
し
な
か
っ
た
の
は
不
自
然

で
は
あ
る
。
つ
ま
り
、
ひ
と
つ
の
可
能
性
は
、
東
博
本
系
統
の
長
篠
合
戦
図
が
複
数
制
作
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
東
博
本
と
東
博
下
絵
の

間
に
み
る
主
に
武
田
軍
の
表
現
の
相
違
は
、
将
軍
家
御
用
に
関
す
る
二
パ
タ
ー
ン
用
意
さ
れ
た
絵
様
で
あ
っ
た
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
明
治
期
に
狩
野
謙
柄
が
寄
贈
す
る
数
年
前
の
明
治
十
三
年
頃
、「
永
悳
博
物
館
ノ
命
ヲ
受
ケ

　
伊
川
院
遺
稿
長
篠
長

久
手
合
戦
屛
風
ヲ
補
成
ノ
際

　
蕙
林
ヲ
シ
テ
工
ヲ
助
ケ
シ
ム
」
こ
と
が
あ
っ
た（

（1
（

。
狩
野
養
信
の
弟
で
あ
る
永
悳
立
信
が
、
帝
室
博
物
館
の

依
頼
で
養
信
の
父
伊
川
院
栄
信
が
手
掛
け
て
い
た
「
長
篠
長
久
手
合
戦
屛
風
」
に
加
筆
す
る
際
、
鍬
形
蕙
林
が
手
伝
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
時
の
詳
細
は
判
明
し
て
い
な
い
が
、
江
戸
期
に
お
い
て
「
長
篠
長
久
手
御
用
」
に
携
わ
っ
て
い
た
永
悳
立
信
が
長
篠
合
戦
図
を
完
成
さ
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一
七

せ
（
＝
東
博
本
）、
の
ち
に
前
田
氏
実
の
手
に
渡
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
史
料
不
足
に
つ
き
こ
れ
以
上
の
考
察
は
避
け
る
べ
き
と
思
う
が
、
東
博
本
の
線
描
と
彩
色
に
み
る
巧
拙
の
違
和
感
は
、
手
掛

け
た
絵
師
の
技
術
と
経
験
の
差
を
如
実
に
表
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
東
京
国
立
博
物
館
本
「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」
に
つ
い
て
、
基
礎
分
析
の
試
み
と
し
て
同
館
所
蔵
の
下
絵
と
の
比
較
分
析
を

行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
登
場
人
物
が
下
絵
に
登
場
す
る
騎
馬
武
者
や
足
軽
と
姿
形
が
異
な
り
、
画
面
右
手
に
配
す
武
田
軍

を
中
心
に
配
置
の
転
換
も
み
ら
れ
、
東
博
下
絵
と
は
大
き
く
異
な
る
場
面
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
東
博
本
は
、
東
博
下
絵
と
比
べ
る
と
人
物
の
削
減
や
移
動
が
な
さ
れ
、
全
体
的
な
整
理
が
進
ん
で
い
る
と
わ
か
る
。
そ
れ
は
形
式
化
の

進
展
に
伴
い
、
本
来
の
合
戦
に
お
け
る
臨
場
感
が
後
退
し
た
と
も
い
え
る
が
、
一
方
で
絵
画
作
品
と
し
て
構
図
の
安
定
化
を
生
み
出
し
た

と
も
い
え
る
。

　
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
成
瀬
家
本
な
ど
古
様
の
長
篠
合
戦
図
に
則
る
絵
様
を
み
せ
る
東
博
下
絵
は
、
東
博
本
よ
り
も
先
に
制
作
さ
れ

た
と
い
え
、
そ
の
東
博
下
絵
の
絵
様
を
踏
ま
え
改
め
ら
れ
た
の
が
東
博
本
と
い
え
よ
う
。
着
色
の
雑
さ
に
目
が
行
っ
て
し
ま
う
が
、
東
博

下
絵
か
ら
東
博
本
へ
の
新
た
な
展
開
が
み
ら
れ
る
点
で
、
今
後
も
別
の
角
度
か
ら
本
作
に
迫
り
た
い
。

註（
1
）　
堀
新
代
表
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ａ
）「
戦
国
軍
記
・
合
戦
図
の
資
料
学
的
研
究
」
に
よ
る
調
査
結
果
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
本
稿
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一
八

脱
稿
に
至
る
ま
で
に
成
瀬
家
本
の
模
写
と
み
ら
れ
る
掛
幅
（
第
一
扇
相
当
部
分
の
み
）
を
発
見
し
、
現
在
十
七
点
と
な
っ
た
。

（
2
）　
本
稿
に
お
い
て
『
信
長
公
記
』
は
、
奥
野
高
広
・
岩
沢
愿
彦
校
注
『
信
長
公
記
』（
角
川
文
庫
、
一
九
六
九
年
）
一
七
八
─
一
八
五
頁
を
参
照
し

た
。

（
3
）　
井
上
泰
至
「
戦
国
合
戦
図
屛
風
と
軍
記
・
合
戦
図
」
中
根
千
絵
・
薄
田
大
輔
編
『
合
戦
図
─
描
か
れ
た
〈
武
〉』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）。

（
4
）　『
東
京
国
立
博
物
館
収
蔵
品
目
録
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
七
五
年
）、
三
九
三
頁
。

（
5
）　
浅
野
長
武
他
監
修
『
日
本
合
戦
絵
巻
』（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
二
年
）
二
十
二
─
二
十
三
頁
。
そ
の
解
説
文
で
は
、
武
田
軍
馬
場
信
春
最
期
の

場
面
に
つ
い
て
、
床
几
に
腰
か
け
る
馬
場
信
春
を
徳
川
家
康
と
推
定
す
る
の
み
で
、
そ
の
他
の
場
面
に
つ
い
て
言
及
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
大

坂
夏
陣
図
」
と
断
定
さ
れ
た
根
拠
は
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。

（
6
）　
中
根
千
絵
・
薄
田
大
輔
編
『
合
戦
図
─
描
か
れ
た
〈
武
〉』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）。

（
7
）　
金
子
拓
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」」
金
子
拓
編
『
長
篠
合
戦
の
史
料
学
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）。
小
口
康
仁
「
戦
国

合
戦
図
の
研
究
─
東
京
国
立
博
物
館
本
「
長
篠
・
長
久
手
合
戦
図
屏
風
下
絵
」
の
図
様
形
成
に
関
す
る
研
究
─
」『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
第
四
〇

号
別
冊
（
鹿
島
美
術
財
団
、
二
〇
二
三
年
）。

（
8
）　
酒
井
憲
二
編
著
『
甲
陽
軍
鑑
大
成
』
第
一
巻
・
本
文
篇
上
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
）、
一
六
一
頁
。

（
9
）　
将
軍
家
奥
向
か
ら
の
依
頼
で
あ
る
「
長
篠
長
久
手
御
用
」
に
お
い
て
も
、
下
絵
の
段
階
で
絵
様
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
『
公
用
日

記
』
に
確
認
で
き
る
。

【
史
料
】

　【
此
長
篠
／
長
久
手
／
御
屏
風
ハ
／
奥
向
／
御
好
之
／
御
品
ニ
付
、
／
画
様
之
／
義
ハ
／
書
面
ニ
不
認
、
／
面
談
之
上
／
口
上
ニ
而
／
申
聞
了
、】

　
一
御
屏
風
〈
八
枚
折
〉、　
壱
双
、

　
右
者
格
別
御
品
者
之
御
繪
様
ニ
而
、
無
此
上

　
細
画
ニ
付
、
急
ニ
出
来
可
致
候
御
繪
柄
ニ
ハ
無
之
、

　
不

施
（
マ
マ
・
絶
）取

掛
り
相
認
、
年
数
之
上
出
来
可
申
御
品
ニ
御
座
候
、

（『
公
用
日
記
』
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
二
月
二
十
九
日
条
）

（
10
）　
武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵
画
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）、
三
六
〇
頁
。
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一
九

（
11
）　
金
井
裕
子
氏
御
教
示
。

（
12
）　
成
瀬
麟
、
土
屋
周
太
郎
編
『
大
日
本
人
物
誌
：
一
名
・
現
代
人
名
辞
書
』（
八
紘
社
、
一
九
一
三
年
）、
四
十
七
頁
。（https://dl.ndl.go.jp/pi

d/933863/1/718?keyw
ord=%E5%89%8D

%E7%94%B
0%E6%B

0%8F%E5%A
E%9F

）

（
13
）　『
大
衆
人
事
録
』
第
十
四
版
東
京
篇
（
帝
国
秘
密
探
偵
社
、
一
九
四
二
年
）、
八
九
八
頁
。（https://dl.ndl.go.jp/pid/1683373/1/505?page=

right&
keyw

ord=%E5%89%8D
%E7%94%B

0%E6%B
0%8F%E5%A

E%9F

）

（
14
）　
金
井
裕
子
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
木
挽
町
狩
野
家
伝
来
資
料
」
に
つ
い
て
」『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
第
五
八
号
（
二
〇
二
三
年
）。

（
15
）　
史
料
中
に
お
け
る
【

　
】
は
頭
注
を
示
し
、「
／
」
は
改
行
、［

　
］
は
割
書
き
を
表
す
。
ま
た
、
読
解
の
便
宜
上
執
筆
者
に
よ
っ
て
「
、」
を
付

し
た
。

（
16
）　
金
子
拓
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
長
篠
合
戦
図
屏
風
に
つ
い
て
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
第
七
一
号
（
二
〇

一
五
年
）。

（
17
）　
前
掲
註
16
、
金
子
。

（
18
）　
小
口
康
仁
「「
大
坂
冬
の
陣
図
屛
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
基
礎
的
研
究
─
付
属
覚
書
の
分
析
を
通
し
て
─
」『
哲
学
会
誌
』
第
四
十
五
号

（
学
習
院
大
学
哲
学
会
、
二
〇
二
一
年
）。

（
19
）　
狩
野
忠
信
『
明
治
維
新
以
来
狩
野
派
沿
革
』（
一
九
三
三
年
）
青
木
茂
編
『
明
治
日
本
画
史
料
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
一
年
）
所
収
。

『
明
治
維
新
以
来
狩
野
派
沿
革
』
は
、
明
治
維
新
以
後
の
狩
野
派
と
狩
野
派
画
師
の
動
向
、
そ
れ
に
関
連
す
る
美
術
運
動
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で

あ
る
。
著
者
の
狩
野
忠
信
は
、
永
悳
の
跡
を
継
ぎ
、
宗
家
中
橋
狩
野
家
の
第
一
六
代
当
主
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
（
佐
藤
道
信
『
明
治
国
家
と
近
代

美
術
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）、
二
五
八
─
二
五
九
頁
）。

【
作
品
リ
ス
ト
お
よ
び
出
典
】

・「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
四
曲
一
双
、
19
世
紀
～
20
世
紀
、
紙
本
金
地
着
色

出
典
：
国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム

（https://colbase.nich.go.jp/collection_item
s/tnm

/A
-7104?locale=ja

）

・「
長
篠
合
戦
図
屛
風
下
絵
」
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
八
幅
、
19
世
紀
、
紙
本
墨
画
一
部
着
色
、（
第
1
・
8
幅
）166.4

×57.6 cm

、（
第
2
～
7
幅
）
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二
〇

166.4

×63.4 cm
出
典
：
国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム

（https://colbase.nich.go.jp/collection_item
s/tnm

/A
-9270?locale=ja

）

・「
保
元
平
治
合
戦
図
模
本
」
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
十
二
枚
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）、
紙
本
着
色
、
絵
師
：
今
村
勝
渓
、
本
間
左
兵
衛
治
、
勝
川
十

五
歳
、
晴
雪
立
信
、
幸
川
中
信
、
晴
春
、
晴
園
、
福
田
春
光
、
笹
山
勝
寿
十
五
歳
、
小
林
元
琢
、
狩
野
藤
太
、
晴
洋
、
晴
樹
、
狩
野
春
眠
、
岩
崎
音
治

郎
、
会
心
斎
模

出
典
：
国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム

（https://colbase.nich.go.jp/collection_item
s/tnm

/A
-2430?locale=ja

）

附
記

　
本
稿
執
筆
に
あ
た
る
作
品
調
査
で
は
、
東
京
国
立
博
物
館
の
金
井
裕
子
氏
に
お
骨
折
り
を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
な
お
、
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
近
世
絵
画
に
お
け
る
戦
国
合
戦
図
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
研
究
」（23K

18609

）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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二
一

（図 1）「長篠合戦図屛風」東京国立博物館蔵、紙本金地着色、19世紀～ 20世紀
右隻

（図 2）「長篠合戦図屛風」東京国立博物館蔵、紙本金地着色、19世紀～20世紀
左隻
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（図 3）「長篠合戦図屛風」東京国立博物館蔵、紙本金地着色、19世紀～ 20世紀
右隻・配陣図

（図 4）「長篠合戦図屛風下絵」東京国立博物館蔵、紙本墨画一部着色、19世紀前期
第 1幅～第 4幅・配陣図
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（図 5）左：「平治合戦図屛風模本」東京国立博物館蔵、第 4幅上部
　右：「長篠合戦図屛風」東京国立博物館蔵、第 2扇上部
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（図 6）「長篠合戦図屛風」東京国立博物館蔵、紙本金地着色、19世紀～ 20世紀
左隻・配陣図

（図 7）「長篠合戦図屛風下絵」東京国立博物館蔵、紙本墨画一部着色、19世紀前期
第 5幅～第 8幅・配陣図


